
















要約:被虐待児および「虐待予備群」と考えられる養育問題を有する親子への援助につい

て、これまでの保健所での活動を中心として述べた。これまでの母子保健活動を通じて、

児童虐待の早期発見、援助および予防に対して果たしてきた保健所の役割は大きく、今後

も養育問題を援助し、保健・医療・福祉の地域ネットワークを築いていくことによって、

現在虐待されているこどもを心身健やかに育てることだけではなく、世代間伝達を断つこ

とにもつながっていくと考えられる。


